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研究成果概要

本年度は乗鞍観測所の改修工事が行われたため，乗鞍での観測は停止していた。乗鞍岳

と同様，厳環境下での宇宙線観測実験となる昭和基地での観測は安定して継続しており，

2025 年中に 3件の宇宙天気現象を観測することができた。うち 1件(2025 年 11 月)の

イベントはGLE であり，昭和基地NM及びミューオン検出器での観測が確認された。昭

和基地を含むミューオンの観測ネットワークであるGMDNにおいては，昭和基地とブラ

ジル SSO観測所の 2箇所でこのGLE が観測された。
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